
①
信
号
無
視
〔
道
交
法

第
７
条
〕

②
通
行
禁
止
違
反
〔
第

８
条
第
１
項
〕

③
歩
行
者
用
道
路
に
お

け
る
車
両
の
義
務
違
反

（
徐
行
違
反
）〔
第
９
条
〕

④
通
行
区
分
違
反
〔
第

17
条
第
１
項
、
第
４
項
ま

た
は
第
６
項
〕

⑤
路
側
帯
通
行
時
の
歩

行
者
の
通
行
妨
害
〔
第
17

条
の
２
第
２
項
〕

⑥
遮
断
踏
切
立
ち
入
り

〔
第
33
条
第
２
項
〕

⑦
交
差
点
安
全
進
行
義

務
違
反
等
〔
第
36
条
〕

⑧
交
差
点
優
先
車
妨
害

等
〔
第
37
条
〕

⑨
環
状
交
差
点
安
全
進

行
義
務
違
反
等
〔
第
37
条

の
２
〕

⑩
指
定
場
所
一
時
不
停

止
等
〔
第
43
条
〕

⑪
歩
道
通
行
時
の
通
行

方
法
違
反
〔
第
63
条
の
４

第
２
項
〕

⑫
制
動
装
置
（
ブ
レ
ー

キ
）
不
良
自
転
車
運
転

〔
第
63
条
の
９
第
１
項
〕

⑬
酒
酔
い
運
転
〔
第
65

条
第
１
項
〕

⑭
安
全
運
転
義
務
違
反

〔
第
70
条
〕

 

27
年
６
月
１
日
よ
り
悪
質
・
危
険
な
自
転
車
運
転
者
に
対

す
る
講
習
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
一
時
停
止
違
反
等
で
、
違

反
切
符
で
取
り
締
る
。
ま
た
、
自
転
車
乗
用
中
に
信
号
無
視

等
の
危
険
な
行
為
（
14
類
型
）
で
は
３
年
以
内
に
違
反
切
符

に
よ
る
取
り
締
り
、
交
通
事
故
を
２
回
以
上
繰
り
返
し
て
行

っ
た
場
合
、
公
安
委
員
会
の
受
講
命
令→

３
か
月
以
内
に
指

定
さ
れ
た
期
間
内
で
自
転
車
運
転
者
講
習
を
受
講
、
受
講
時

間
は
３
時
間
、
受
講
手
数
料
５
７
０
０
円
。
な
お
、
受
講
命

令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
る
。

光
が
丘
の
自
転
車
専
用
道
路↓

光
が
丘
西
大
通
り

光
が
丘
西
大
通
り 

光
が
丘
西
大
通
り 

光
が
丘
東
大
通
り

光
が
丘
東
大
通
り 

光
が
丘
東
大
通
り 

受
講
命
令
に
従
わ
な
い
と

５
万
円
以
下
の
罰
金

危
険
行
為
（
14
類
型
）



光が丘第二中学校

光が丘第三中学校

都立田柄高等学校

光が丘第一中学校

スローガン　放
はな

て輝
かがや

け　四色
し し き

の魂
こころ

スローガン　 “YES  WE  CAN”

汗出せ！声出せ！自柄(ちから)出せ！

生徒会スローガン 光

3年3組　坂本　空

―第32回　運動会―

―第35回　体育祭―

―第28回　運動会―

―第29回　運動会―

3年1組　木下彩花
3年4組　久保田詩央

6月5日第35回体育祭が田柄高校で開かれた。団は黄（き）
団・青（あお))団・赤（あか）団の3団で分けられTシャツ
はそれぞれ淡いイエロー・ブル－・ピンクでメッセージが
プリントされている。
同校PTAではB5サイズのうちわを作製した。そこに「子供
たちの夢・希望・未来のためにーone for all all for oneー」
の文字、みんな頑張って！

美術部　3D 咲花樺音

スローガン 『～粉骨粋身～

全力を尽くし、燃え上がれ！！！』

都立練馬高等学校
―開校51年―

6月3日に予定さ
れていた体育祭は、
雨天の為6月4日に
開かれた。校庭に
一歩入ると、カラ
フルなTシャツが
目に飛び込んでき
た。背中にアピー
ルされた文字や図
柄は各クラスで決
められ、思い思い
の青春が爆発。生
き活きとした姿が
心に残った。

いかだ流し（1年）

6月6日、宵越しからの雨が止
み、抜けるような青空・白い雲
が泳ぐ下で始まった運動会で、
生徒たちがプログラム1番準備体
操を行う。身体の隅々まで行き
渡る「力」に来賓の方々が目を
丸くした。2番ムカデ競争は生徒
会種目　敗者復活戦…この競技
だけは見たいと、プログラム19
番の決勝戦には観客がおしみな
い拍手で応援した。

6月6日、運動会。100メート
ル走　200メートル走　60メー
トルハードル走　100メートル
2人3脚　長距離走（男女別レ
ース）は学年男・女別で基本3
人ずつで競った。その為ひとり
ひとりが目立ち、応援する保護
者たちに満足感が広がった。午
後1番には毎回大好評の2・3年
女子「YOSAKOI！ソーラン」
が披露された。その演技は、よ
さこい祭りin光が丘公園でも大
人気。華やかさが目に続いた。

6月6日、30分遅れで始められ
た運動会。プログラムは80メー
トル走　綱引き　全員リレーが
多く、運動会の為の光る運動会。
今・現在中学生の力量が手に取
るように分かる。1組赤　2組黄
3組青に分れ、今年のスローガン
「光」を浴びてまぶしかった。

梅
雨
入
り
前
の
運
動
祭
は
ま
ぶ
し
か
っ
た



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
五

年
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
。

五
年
保
護
者
会
。
二
年
保

護
者
Ｃ
Ａ
Ｐ
講
習
会
◇
二

十
六
日
（
金
）
ク
ラ
ブ
活

動
。
お
誕
生
日
給
食
◇
二

十
九
日
（
月
）
六
年
移
動

教
室
前
検
診
◇
三
十
日

（
火
）
区
一
斉
防
災
訓
練

◇
三
十
日
（
火
）
〜
七
月

三
日
（
金
）
六
年
下
田
移

動
教
室
◇
七
月
二
日
（
木
）

五
年
都
学
力
調
査
。
二
年

Ｃ
Ａ
Ｐ
講
習
会
◇
三
日

（
金
）
一
・
二
年
保
護
者

会
【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
六

年
こ
こ
ろ
の
劇
場
◇
二
十

三
日
（
火
）
四
組
遠
足
◇

二
十
四
日
（
水
）
誕
生
日

給
食
◇
二
十
五
日
（
木
）

ク
ラ
ブ
活
動
◇
二
十
六
日

（
金
）
春
風
小
祭
り
◇
二

十
九
日
（
月
）
四
組
プ
ー

ル
。
一
年
交
通
安
全
教
室
。

四
年
水
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
◇

三
十
日
（
火
）
三
年
自
転

車
安
全
教
室
。
一
斉
防
災

訓
練
◇
二
日
（
木
）
五
年

都
学
力
調
査
。
委
員
会
活

動
◇
三
日
（
金
）
五
・
六

年
保
護
者
会

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
プ

ー
ル
開
き
の
会
◇
二
十
五

日
（
木
）
五
年
社
会
科
見

学
◇
二
十
五
日
（
木
）
〜

七
月
十
四
日
（
火
）
個
人

面
談
◇
二
十
六
日
（
金
）

ク
ラ
ブ
活
動
。
セ
ー
フ
テ

ィ
教
室
◇
三
十
日
（
火
）

開
校
記
念
集
会
。
避
難
訓

練
・
区
一
斉
防
災
訓
練
◇

七
月
一
日
（
水
）
開
校
記

念
日
◇
二
日
（
木
）
五
年

都
学
力
調
査
◇
三
日
（
金
）

委
員
会
活
動
　

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
水

泳
指
導
始
。
ク
ラ
ブ
活
動

◇
二
十
五
日
（
木
）
五
年

情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
◇
二

十
六
日
（
金
）
六
年
中
学

校
体
験
授
業
◇
二
十
九
日

（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
三

十
日
（
火
）
避
難
訓
練
・

区
一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月

一
日
（
水
）
安
全
指
導
◇

二
日
（
木
）
五
年
都
・
学

力
調
査

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
給

食
試
食
会
◇
二
十
五
日

（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
二

十
六
日
（
金
）
六
年
中
学

体
験
授
業
◇
二
十
九
日

（
月
）
四
年
朝
霞
浄
水
場

見
学
◇
三
十
日
（
火
）
区

一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月
二

日
（
木
）
五
年
都
学
力
調

査
。
委
員
会
活
動
◇
三
日

（
金
）
四
年
水
道
キ
ャ
ラ

バ
ン【

赤
塚
新
町
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
三
日

（
火
）
開
校
記
念
日
◇
二

十
六
日
（
木
）
フ
レ
ン
ド

班
活
動
◇
二
十
九
日
（
月
）

委
員
会
活
動
◇
三
十
日

（
火
）
五
組
移
動
教
室
前

検
診
。
四
年
科
学
移
動
教

室
説
明
会
◇
七
月
一
日

（
水
）
〜
三
日
（
金
）
五

組
榛
名
移
動
教
室
◇
二
日

（
木
）
五
年
都
学
力
調
査

【
田
柄
小
】

◇
二
十
六
日
（
金
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
三
十
日
（
木
）

区
一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月

二
日
（
木
）
五
年
都
学
力

調
査
◇
二
日
（
木
）
〜
十

三
日
（
月
）
個
人
面
談
◇

三
日
（
金
）
委
員
会
活
動

【
田
柄
第
二
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
三
日

（
火
）
五
年
情
報
モ
ラ
ル

講
習
会
◇
二
十
六
日
（
金
）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
二
十
九
日
（
月
）
委
員

会
活
動
◇
三
十
日
（
木
）

区
一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月

一
日
（
水
）
〜
三
日
（
金
）

ほ
た
る
観
賞
会
◇
二
日

（
木
）
五
年
都
学
力
調
査

◇
三
日
（
金
）
四
年
歯
垢

染
色
検
査

【
練
馬
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
水

泳
指
導
始
。
ク
ラ
ブ
活
動

◇
二
十
九
日
（
月
）
委
員

会
活
動
◇
三
十
日
（
火
）

一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月
一

日
（
水
）
安
全
指
導
◇
二

日
（
木
）
都
学
力
調
査
◇

三
日
（
金
）
避
難
訓
練
。

六
年
移
動
教
室
前
検
診

【
高
松
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
個
別
相

談
◇
二
十
三
日
（
火
）
三

年
交
通
安
全
教
室
◇
三
十

日
（
火
）
区
一
斉
防
災
訓

練
◇
七
月
一
日
（
水
）
四

年
歯
磨
き
指
導
。
委
員
会

活
動
◇
二
日
（
木
）
五
年

都
学
力
調
査
◇
三
日
（
金
）

四
年
社
会
科
見
学

【
北
原
小
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
水

泳
指
導
始
◇
三
十
日
（
木
）

区
一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月

二
日
（
木
）
五
年
都
学
力

調
査
◇
三
日
（
金
）
五
年

社
会
科
見
学

【
豊
溪
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
学

校
公
開
。
ク
ラ
ブ
活
動
◇

二
十
三
日
（
火
）
学
校
公

開
。
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
◇

二
十
四
日
（
水
）
水
泳
指

導
始
◇
二
十
五
日
（
木
）

四
年
社
会
科
見
学
。
二
年

歯
の
指
導
◇
二
十
六
日

（
金
）
縦
割
班
遊
び
◇
二

十
九
日
（
月
）
委
員
活
動
。

六
年
移
動
教
室
前
検
診
◇

三
十
日
（
火
）
区
一
斉
防

災
訓
練
◇
三
十
日
（
火
）

〜
七
月
三
日
（
金
）
六
年

岩
井
移
動
教
室
◇
七
月
一

日
（
水
）
一
年
歯
の
指
導

◇
二
日
（
木
）
五
年
都
学

力
調
査
◇
三
日
（
金
）

三
・
五
年
着
衣
水
泳

【
旭
町
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
六
日

（
金
）
縦
割
り
班
給
食
。

三
年
歯
垢
染
色
検
査
◇
二

十
九
日
（
月
）
委
員
会
活

動
◇
三
十
日
（
火
）
一
斉

防
災
避
難
訓
練
◇
七
月
二

日
（
木
）
五
年
都
学
力
調

査
◇
三
日
（
金
）
四
年
社

会
科
見
学

【
成
増
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
三
日

（
火
）
六
年
移
動
教
室
前

検
診
◇
二
十
四
日
（
水
）

〜
二
十
六
日
（
金
）
六
年

日
光
移
動
教
室
◇
二
十
五

日
（
木
）
三
・
四
年
交
通

安
全
教
室
。
給
食
試
食
会

◇
二
十
九
日
（
月
）
ク
ラ

ブ
活
動
◇
七
月
二
日
（
木
）

五
年
都
学
力
調
査
◇
三
日

（
金
）
一
・
二
・
三
年
保

護
者
会

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
二
十
三
日
（
火
）
安

全
指
導
◇
二
十
五
日
（
木
）

ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト

教
室
。
一
年
歯
磨
き
巡
回

指
導
◇
三
十
日
（
火
）
一

斉
防
災
訓
練
・
避
難
訓
練

◇
七
月
二
日
（
木
）
二
年

都
学
力
調
査

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
水

泳
指
導
始
◇
二
十
五
日

（
木
）
小
学
生
授
業
訪
問

◇
三
十
日
（
火
）
一
斉
防

災
訓
練
◇
七
月
二
日
（
木
）

二
年
都
学
力
調
査
◇
三
日

（
金
）
一
年
保
護
者
会

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
三
十
日
（
火
）
区
一

斉
防
災
訓
練
◇
七
月
二
日

（
木
）
二
年
都
学
力
調
査

◇
三
日
（
金
）
二
年
情
報

モ
ラ
ル
講
習
会

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
二
十
六
日
（
金
）
小

学
生
授
業
体
験
◇
三
十
日

（
火
）
一
斉
防
災
訓
練
◇

二
日
（
木
）
二
年
都
学
力

調
査【

田
柄
中
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
一

年
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
◇
二

十
九
日
（
月
）
安
全
指
導

◇
三
十
日
（
火
）
区
一
斉

防
災
訓
練
◇
七
月
二
日

（
木
）
二
年
都
学
力
調
査

【
練
馬
中
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
二
年
職

業
体
験
◇
三
十
日
（
火
）

一
斉
防
災
訓
練
◇
七
月
二

日
（
木
）
二
年
都
学
力
調

査
。
一
年
歯
磨
き
講
習
会

◇
三
日
（
金
）
〜
九
日

（
木
）
三
者
面
談

【
練
馬
東
中
】

◇
二
十
四
日
（
水
）
三

年
定
期
考
査
◇
二
十
五
日

（
木
）
〜
二
十
六
日
（
金
）

定
期
考
査
◇
二
十
九
日

（
月
）
水
泳
指
導
始
◇
二

十
九
日
（
月
）
〜
七
月
三

日
（
金
）
学
校
公
開
週
間

◇
三
十
日
（
火
）
一
斉
防

災
訓
練
◇
七
月
二
日
（
木
）

二
年
都
学
力
調
査

【
谷
原
中
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
二
年
職

場
体
験
◇
二
十
五
日
（
木
）

給
食
試
食
会
◇
三
十
日

（
区
）
一
斉
防
災
訓
練
◇

七
月
二
日
（
木
）
二
年
都

学
力
調
査

【
豊
渓
中
】

◇
二
十
六
日
（
金
）
二

年
郊
外
学
習
◇
三
十
日

（
火
）
一
斉
防
災
訓
練
◇

七
月
二
日
（
木
）
二
年
都

学
力
調
査
◇
二
日
（
木
）

〜
八
日
（
水
）
一
・
二
年

三
者
面
談

【
八
坂
中
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
水

泳
指
導
始
◇
二
十
五
日

（
木
）
小
学
生
学
校
訪
問

◇
二
十
九
日
（
月
）
小
学

生
学
校
訪
問
◇
三
十
日

（
火
）
区
一
斉
防
災
訓
練

◇
七
月
二
日
（
木
）
二
年

都
学
力
調
査
◇
三
日
（
金
）

一
年
う
ど
ん
作
り
講
習
会

【
光
丘
高
】

◇
七
月
一
日
（
水
）
〜

六
日
（
月
）
期
末
考
査

【
練
馬
高
】

◇
七
月
一
日
（
水
）
〜

六
日
（
月
）
期
末
考
査

【
田
柄
高
】

◇
七
月
一
日
（
水
）
〜

六
日
（
月
）
期
末
考
査
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【
指
導
方
針
】

①
長
所
を
ほ
め
る
。
自
分

の
い
い
面
に
気
づ
か
せ
る
。

②
人
と
比
べ
な
い
。
過
去

の
自
分
と
比
べ
る
。

③
進
歩
が
見
ら
れ
た
ら
、

何
が
ど
う
進
歩
し
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
進
歩
を
楽
し
む
。

⑤
も
っ
と
、
と
い
う
意
欲

を
引
き
出
す
。

⑥
努
力
す
る
人
に
な
る
。

努
力
す
れ
ば
伸
び
る
。
力
も

自
信
も
つ
く
。

【
指
導
の
特
色
】

①
少
人
数
授
業
。

②
授
業
＋
個
別
指
導
。

③
プ
ロ
の
講
師
の
指
導
。

④
個
性
に
応
じ
た
指
導
。

個
別
指
導
で
個
性
を
把
握
。

小
テ
ス
ト
等
で
力
を
確
認
。

力
に
応
じ
て
演
習
を
行
う
。

【
中
学
生
の
指
導
】

主
体
性
を
重
視
。

能
力
や
適
性
に
つ
い
て
個
別

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に

長
所
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

伸
ば
す
よ
う
指
導
。

【
小
学
生
の
指
導
】

き
め
細
か
い
指
導
。

き
め
細
か
く
個
性
を
把
握
。

能
力
向
上
に
重
点
を
置
く
。

能
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

記
憶
力
・
理
解
力
・
思
考
力

な
ど
の
能
力
を
磨
く
。

読
書
感
想
文
も
特
色
。

【
夏
期
講
習
会
】

総
復
習
と
先
取
り
学
習
。

既
習
事
項
の
確
認
と
演
習
を

行
う
。
受
験
生
は
入
試
対
策
。

中
学
生
は
定
期
テ
ス
ト
対
策

も
平
行
し
て
行
う
。

①
超
少
人
数
授
業

ク
ラ
ス
定
員
５
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
学
力
別
ク
ラ
ス
制

総
合
成
績
で
は
な
く
、
各

教
科
ご
と
に
学
力
別
の
ク
ラ

ス
編
成
を
し
て
い
る
。

④
定
期
テ
ス
ト
対
策
期
間

定
期
テ
ス
ト
の
前
の
週
に

は
範
囲
の
お
さ
ら
い
を
す
る

内
申
対
策
補
講
を
実
施
。
ま

た
、
テ
ス
ト
の
前
の
週
の
通

常
授
業
は
行
わ
な
い
。

⑤
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

⑥
個
別
進
学
相
談
会

生
徒
・
保
護
者
対
象
に
、

進
路
相
談
会
を
個
別
に
行
っ

て
い
る
。
入
試
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く

個
々
の
生
徒
に
対
す
る
学
習

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

⑦
飛
び
級
コ
ー
ス

希
望
者
に
対
し
て
飛
び
級

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
。

一
年
ま
た
は
二
年
先
を
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
特
色
】

①
幼
児
〜
社
会
人
ま
で
多

彩
な
コ
ー
ス
を
展
開
。

②
６
名
前
後
の
少
人
数
制

ク
ラ
ス
。
個
別
指
導
あ
り
。

③
視
聴
覚
機
器
・
教
材
を

駆
使
し
、
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

④
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

の
準
会
場
校
。
昨
年
度
の
合

格
者
数
50
名
。
準
１
級
合
格

者
を
出
す
。

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

英
単
語
検
定
の
実
施
。
学
ん

だ
こ
と
が
形
に
残
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
よ
う
適
切
な
指
導
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ
と
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
力
の
充
実
に
向
け
た

徹
底
的
な
訓
練
。

③
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
で
受
験
に
も
強
い
。

「
夏
期
講
座
」

英
検
集
中
講
座
を
活
用
し
、

既
習
事
項
（
文
法
中
心
）
の

確
認
を
行
う
。
毎
回
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
家

庭
学
習
で
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力

ア
ッ
プ
を
目
指
す
。
長
文
読

解
演
習
で
受
験
対
策
。
夏
期

限
定
個
別
指
導
あ
り
。

小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、

英
語
専
科
と
し
て
一
貫
し
た

英
語
教
育
を
提
供
し
て
い
る

竹
原
英
語
ス
ク
ー
ル
。
夏
休

み
に
は
様
々
な
特
別
授
業
で
、

英
語
力
を
伸
ば
す
努
力
を
し

て
い
る
。

〜
竹
原
英
語
ス
ク
ー
ル
の

夏
期
講
習
〜

４
月
に
新
学
年
が
始
ま
り
、

試
験
も
終
わ
っ
て
い
よ
い
よ

夏
休
み
。
英
語
の
成
績
に
不

安
を
感
じ
始
め
た
人
は
ま
と

ま
っ
た
時
間
を
使
っ
て
、
英

語
力
を
伸
ば
す
チ
ャ
ン
ス
。

同
ス
ク
ー
ル
で
は
万
全
の
態

勢
で
新
学
期
を
迎
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

■
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

（
中
一
生
〜
高
三
生
）
＝
重
要

な
文
法
項
目
や
長
文
を
集
中

的
に
学
ぶ
10
日
間
。

■
個
人
レ
ッ
ス
ン
＝
学
校

の
学
習
だ
け
で
な
く
、
英
検

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
資
格

試
験
対
策
に
、
生
徒
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
（
10
日
間
よ
り
）。

さ
ら
に
夏
期
講
習
を
受
講

す
る
と
、
次
の
特
別
オ
プ
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
も
利
用
で
き
る
。

・
単
科
コ
ー
ス
（
荻
窪
校

に
て
開
講
）
＝
文
法
項
目
や

英
検
の
級
別
に
、
必
要
な
授

業
を
１
授
業
単
位
で
受
講
で

き
る
効
率
的
な
コ
ー
ス
。

・
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
（
荻

窪
校
に
て
開
講
）
＝
開
講
期

間
中
何
度
で
も
利
用
可
能
な

講
師
付
き
の
自
習
ル
ー
ム
。

い
つ
で
も
講
師
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
る
、
学
校
の
宿
題
を
す

る
の
に
も
最
適
。

 

 

長
所
か
ら
伸
ば
せ
る

「
安
心
の
低
料
金
で
圧
倒

的
に
高
い
効
果
を
」
の
塾
是

の
下
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立

っ
た
教
室
運
営
を
展
開
。

集
中
力
が
続
く
60
分
授
業

の
「
個
別
指
導
」
と
、
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
１
週

間
に
何
日
で
も
、
１
日
何
時

間
で
も
同
料
金
で
繰
り
返
し

学
習
で
き
る
『
巡
回
指
導
』

の
セ
ッ
ト
受
講
に
よ
り
、
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

塾
生
の
学
習
意
欲
と
成
績

の
伸
び
は
、
先
生
次
第
で
大

き
く
異
な
る
と
い
う
考
え
、

採
用
を
厳
格
化
し
、
経
験
豊

富
な
社
会
人
の
先
生
を
中
心

と
し
た
高
品
質
な
指
導
を
実

現
。宿

題
提
出
・
理
解
度
テ
ス

ト
の
合
格
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト

付
与
し
、
賞
品
と
交
換
す
る

制
度
を
設
け
、
学
習
意
欲
を

多
方
面
か
ら
刺
激
。

定
期
テ
ス
ト
対
策
で
は
過

去
問
分
析
を
徹
底
研
究
し
、

各
学
校
の
予
想
問
題
を
作
成

し
、
塾
生
が
間
違
っ
た
問
題

は
類
似
問
題
を
作
成
し
分
か

る
ま
で
、
で
き
る
ま
で
熱
血

指
導
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
30
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

大
学
受
験
で
は
、
５
年
連
続

早
稲
田
大
学
合
格
。
都
立
中

堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒
も
早
慶

を
含
む
難
関
私
大
（
明
治
・

法
政
・
中
央
・
東
理
大
等
）

に
確
実
に
合
格
し
て
い
る
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
三
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

の
細
か
い
指
導
に
よ
っ
て
、

塾
生
全
員
が
成
績
向
上
、
志

望
校
合
格
を
果
た
す
。
一
貫

し
て
高
い
合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
こ
そ
大
事
に
応
援
し
て
い

る
。【

指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
も
ち
ろ
ん
中
・
高
生
の

学
校
定
期
試
験
対
策
も
完
全

サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

塾
生
個
々
の
将
来
の
夢
や

希
望
、
適
性
を
本
人
や
保
護

者
と
面
談
を
通
じ
て
十
分
に

話
し
合
い
、
成
績
や
偏
差
値

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
正
確
な

情
報
と
一
歩
先
を
考
え
た
進

路
の
選
択
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

今
か
ら
入
塾
し
て
備
え
よ
う



 

美
し
い
あ
な
た
た
ち

軽
や
か
な
全
身
で

幼
な
子
を
守
っ
て
い
る

何
人
も
の
　
小
さ
な

命
を
　
双
手
を
広
げ

い
つ
く
し
む

思
い
っ
き
り
元
気
で

真
っ
す
ぐ
に
育
っ
て
い
る

観
る
と
　
大
人
た
ち
の

花
片
が
　
傷
つ
い
て
い
る

な
の
に
　
微
笑

や
わ
な
子
は
　
求
め
る

家
族
た
ち
の
ア
イ

教
師
た
ち
の
視
線

冷
た
か
っ
た
り
も
す
る

微
妙
に
変
色

地
中
の
水
分
で

大
気
を
　
ま
あ
る
く
す
る

が
く
あ
じ
さ
い

カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
て
い

る
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
５
」
に
参

加
の
「
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」を
応
援
す
る
た
め
、

板
橋
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

は
、
区
民
が
皆
で
観
戦
で

き
る
よ
う
、
区
役
所
１
階

区
民
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
た
。

27
年
６
月
９
日
、
な

で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
初

陣
は
、
対
戦
相
手
は
ス
イ

ス
。
試
合
が
始
ま
る
頃
に

は
、
区
役
所
１
階
は
興
味

本
位
で
足
を
止
め
る
人
が

増
え
、
中
継
が
始
ま
る
と

モ
ニ
タ
ー
前
は
座
っ
て
観

戦
し
よ
う
と
す
る
来
庁
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
日
本
が

相
手
ゴ
ー
ル
前
に
攻
め
込

む
度
に
歓
声
が
あ
が
り
、

前
半
29
分
に
宮
間
選
手

の
Ｐ
Ｋ
で
日
本
が
先
制
す

る
と
、「
お
ー
っ
！
」
と

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

後
半
に
入
り
、
ス
イ
ス

に
攻
め
込
ま
れ
る
危
な
い

場
面
が
続
き
、
悲
鳴
が
あ

が
る
が
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
エ
ー
ル
を
送
り
続

け
る
。
最
後
ま
で
日
本
は

全
員
で
身
体
を
張
っ
て
１

点
を
守
り
抜
き
、
終
了
の

笛
が
な
る
と
、
場
内
は
歓

喜
の
渦
に
包
ま
れ
、
な
で

し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
白
星

発
信
に
拍
手
を
送
っ
た
。

こ
れ
ま
で
板
橋
区
で

は
、
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
お

よ
び
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

と
連
携
協
定
を
結
び
、
板

橋
区
サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ
を

開
催
す
る
な
ど
、
区
内
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に

は
、
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

に
所
属
し
て
い
る
岩
清
水

梓
選
手
や
坂
口
夢
穂
選

手
、
有
吉
佐
織
選
手
が
選

ば
れ
て
お
り
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
通
じ

て
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

引
き
続
き
、
板
橋
区
で

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
の
交
流
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
育
て
、
あ
た

た
か
い
人
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て
の
基
礎

的
な
知
識
や
技
術
を
、
子

供
た
ち
だ
け
で
学
べ
る
。

▽
場
所
＝
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー
（
光
が
丘
６
ー
４

ー
１
）

▽
対
象
＝
小
学
四
〜
六

年
生
　
内
容
　
チ
ー
ム
対

抗
防
災
ゲ
ー
ム
、
身
近
な

も
の
を
使
っ
た
防
災
工

作
、
避
難
所
で
の
生
活
体

験
(A)
７
月
27
日
（
月
）

14
時
〜
16
時
・
28
日

（
火
）
14
時
〜
16
時
30
分

(B)
８
月
25
日
（
火
）
14

時
〜
16
時
・
28
日
（
火
）

14
時
〜
16
時
30
分
　
中

学
生
　
内
容
　
被
災
地
の

中
学
校
の
教
員
・
学
生
に

よ
る
体
験
談
、
初
期
消
火

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど

(C)
８
月
６
日
（
木
）
・

７
日
（
金
）
14
時
〜
16
時

(D)
８
月
19
日
（
水
）
・
20

日
（
木
）
14
時
〜
16
時
▽

定
員
＝
各
50
名
（
申
込

順
）▽申

込
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
①
講
座
名
(A)
〜
(D)

の
別
も
）
②
郵
便
番
号
③

住
所
④
氏
名（
ふ
り
が
な
）

⑤
学
校
名
・
学
年
⑥
保
護

者
の
氏
名
⑦
電
話
番
号

を
、
７
月
15
日
（
必
着
）

ま
で
に
防
災
学
習
セ
ン
タ

ー

☎
（
５
９
９
７
）
６

４
７
１
　
Fax
（
５
９
９

７
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６
４
７
２
　
メ
ー
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美
し
い
あ
な
た
た
ち

軽
や
か
な
全
身
で

幼
な
子
を
守
っ
て
い
る

何
人
も
の
　
小
さ
な

命
を
　
双
手
を
広
げ

い
つ
く
し
む

思
い
っ
き
り
元
気
で

真
っ
す
ぐ
に
育
っ
て
い
る

観
る
と
　
大
人
た
ち
の

花
片
が
　
傷
つ
い
て
い
る

な
の
に
　
微
笑

や
わ
な
子
は
　
求
め
る

家
族
た
ち
の
ア
イ

教
師
た
ち
の
視
線

冷
た
か
っ
た
り
も
す
る

微
妙
に
変
色

地
中
の
水
分
で

大
気
を
　
ま
あ
る
く
す
る

が
く
あ
じ
さ
い

カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
て
い

る
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
５
」
に
参

加
の
「
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」を
応
援
す
る
た
め
、

板
橋
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

は
、
区
民
が
皆
で
観
戦
で

き
る
よ
う
、
区
役
所
１
階

区
民
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
た
。

27
年
６
月
９
日
、
な

で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
初

陣
は
、
対
戦
相
手
は
ス
イ

ス
。
試
合
が
始
ま
る
頃
に

は
、
区
役
所
１
階
は
興
味

本
位
で
足
を
止
め
る
人
が

増
え
、
中
継
が
始
ま
る
と

モ
ニ
タ
ー
前
は
座
っ
て
観

戦
し
よ
う
と
す
る
来
庁
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
日
本
が

相
手
ゴ
ー
ル
前
に
攻
め
込

む
度
に
歓
声
が
あ
が
り
、

前
半
29
分
に
宮
間
選
手

の
Ｐ
Ｋ
で
日
本
が
先
制
す

る
と
、「
お
ー
っ
！
」
と

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

後
半
に
入
り
、
ス
イ
ス

に
攻
め
込
ま
れ
る
危
な
い

場
面
が
続
き
、
悲
鳴
が
あ

が
る
が
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
エ
ー
ル
を
送
り
続

け
る
。
最
後
ま
で
日
本
は

全
員
で
身
体
を
張
っ
て
１

点
を
守
り
抜
き
、
終
了
の

笛
が
な
る
と
、
場
内
は
歓

喜
の
渦
に
包
ま
れ
、
な
で

し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
白
星

発
信
に
拍
手
を
送
っ
た
。

こ
れ
ま
で
板
橋
区
で

は
、
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
お

よ
び
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

と
連
携
協
定
を
結
び
、
板

橋
区
サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ
を

開
催
す
る
な
ど
、
区
内
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に

は
、
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

に
所
属
し
て
い
る
岩
清
水

梓
選
手
や
坂
口
夢
穂
選

手
、
有
吉
佐
織
選
手
が
選

ば
れ
て
お
り
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
通
じ

て
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

引
き
続
き
、
板
橋
区
で

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
の
交
流
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
育
て
、
あ
た

た
か
い
人
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て
の
基
礎

的
な
知
識
や
技
術
を
、
子

供
た
ち
だ
け
で
学
べ
る
。

▽
場
所
＝
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー
（
光
が
丘
６
ー
４

ー
１
）

▽
対
象
＝
小
学
四
〜
六

年
生
　
内
容
　
チ
ー
ム
対

抗
防
災
ゲ
ー
ム
、
身
近
な

も
の
を
使
っ
た
防
災
工

作
、
避
難
所
で
の
生
活
体

験
(A)
７
月
27
日
（
月
）

14
時
〜
16
時
・
28
日

（
火
）
14
時
〜
16
時
30
分

(B)
８
月
25
日
（
火
）
14

時
〜
16
時
・
28
日
（
火
）

14
時
〜
16
時
30
分
　
中

学
生
　
内
容
　
被
災
地
の

中
学
校
の
教
員
・
学
生
に

よ
る
体
験
談
、
初
期
消
火

体
験
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど

(C)
８
月
６
日
（
木
）
・

７
日
（
金
）
14
時
〜
16
時

(D)
８
月
19
日
（
水
）
・
20

日
（
木
）
14
時
〜
16
時
▽

定
員
＝
各
50
名
（
申
込

順
）▽申

込
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
①
講
座
名
(A)
〜
(D)

の
別
も
）
②
郵
便
番
号
③

住
所
④
氏
名（
ふ
り
が
な
）

⑤
学
校
名
・
学
年
⑥
保
護

者
の
氏
名
⑦
電
話
番
号

を
、
７
月
15
日
（
必
着
）

ま
で
に
防
災
学
習
セ
ン
タ

ー

☎
（
５
９
９
７
）
６

４
７
１
　
Fax
（
５
９
９

７
）
６
４
７
２
　
メ
ー
ル

k
u
m
in
b
o
u
s
a
i0
4

@
c
u
ty
.n
e
rim

a
.to

k
iy
o
.jp



▽
ヘ
ア
ー
マ
ル
シ
ェ
赤

塚
店
（
２
丁
目
）
＝
カ
ッ

ト
専
門
美
美
の
場
所
に
新

規
オ
ー
プ
ン
し
た
。
カ
ッ

ト
・
顔
剃
り
・
シ
ャ
ン
プ

ー
の
男
性
調
髪
２
０
０
０

円
。
え
り
剃
り
付
き
カ
ッ

ト
、
顔
剃
り
・
フ
ェ
イ
シ

ャ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
白
髪

ぼ
か
し
各
１
１
０
０
円
。

白
髪
染
め
・
カ
ラ
ー
は
３

０
０
０
円
よ
り
、
ヘ
ナ
４

０
０
０
円
よ
り
、
ハ
ー
ブ

カ
ラ
ー
４
５
０
０
円
よ
り

だ
が
開
店
サ
ー
ビ
ス
で
カ

ラ
ー
は
毎
週
金
曜
日
と
第

１
土
曜
日
５
０
０
円
引
き

に
な
る
。
パ
ー
マ
各
４
０

０
０
円
よ
り
。

店
は
他
に
大
山
店
な
ど

５
店
舗
あ
る
。
営
業
時
間

９
時
よ
り
19
時
30
分
、
木

曜
日
定
休
、
ス
タ
ッ
フ
の

技
術
は
お
墨
付
き
、
親
切

丁
寧
を
心
が
け
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
特
典
の
あ
る
店

で
見
の
が
せ
な
い
。
メ
ン

バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
発
行
。

Tel
（
３
９
７
７
）
２
９
９
１

▽
旭
町
一
丁
目
商
店
会

６
月
25
日
よ
り
７
月
26

日
ま
で
２
０
０
円
お
買
い

上
げ
ご
と
に
補
助
券
１
枚

10
枚
で
１
回
抽
選
で
き
る

特
等
＝
千
葉
県
小
湊
温
泉

１
泊
２
日
バ
ス
旅
行
ご
招

待
26
名
　
１
等
＝
練
馬
文

化
セ
ン
タ
ー
島
津
亜
矢
コ

ン
サ
ー
ト
ペ
ア
10
本
　
２

等
＝
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ

光
が
丘
デ
ィ
ナ
ー
バ
イ
キ

ン
グ
券
ペ
ア
10
本
　
３

等
＝
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
５

㌔
㌘
20
本
　
４
等
＝
け
ず

り
節
セ
ッ
ト
か
漬
物
セ
ッ

ト
50
本
　
５
等
＝
鰺
の
干

物
か
区
内
５
０
０
円
券
共

通
商
品
券
１
０
０
本
　
６

等
＝
飲
料
水
５
０
０
本

７
等
＝
お
や
つ
菓
子
３
０

０
０
本
　
抽
選
７
月
27
日

10
時
〜
16
時
　
旭
町
１
丁

目
水
の
流
れ
る
公
園
で
。

 お
中
元
大
売
出
し
で
旅
行
な
ど

▽
Ｉ
Ｍ
Ａ
専
門
店
街
＝

毎
月
第
１
日
曜
日
ス
イ
ー

ツ
デ
リ
カ
「
ハ
ッ
ピ
ー
く

じ
」
で
税
込
５
０
０
円
以

上
お
買
い
上
げ
で
２
０
０

円
分
の
金
券
が
あ
た
る
。

は
ず
れ
て
も
チ
ャ
ン
ス
は

あ
る
。
く
じ
裏
面
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
館
内
応

募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
投
函
し
て
お

く
と
毎
月
10
名
に
対
象
店

舗
の
イ
チ
オ
シ
ギ
フ
ト
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
地

下
１
階
。

Tel
（
３
９
７
６
）
２
１
０
０

毎
月
第
１
日
曜
日
は
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ラ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
５
０
０
円
引
き

▽
光
が
丘
青
空
市
会
＝

６
月
28
日
、
７
月
12
・
27

日
の
各
日
曜
日
に
開
か
れ

る
。
会
場
は
Ｉ
Ｍ
Ａ
南
館

２
階
広
場
。
お
買
い
上
げ

２
０
０
円
で
輪
な
げ
参
加

券
１
枚
が
も
ら
え
る
。

７
月
26
日
13
時
よ
り
お

楽
し
み
景
品
が
当
た
る
。

う
ら
め
し
や
〜
、
冥
途

の
み
や
げ
　
展
　
当
選
者

▽
Ｋ
Ｍ
（
旭
町
１
）
▽

Ｋ
Ｓ
（
田
柄
２
）
▽
Ｙ
Ｋ

（
同
４
）
▽
Ｍ
Ｋ
（
光
が

丘
３
）
▽
Ｂ
Ｓ
（
同
５
）

▽
Ｔ
Ｍ
（
同
７
）
▽
Ｍ
Ｓ

（
谷
原
１
）
▽
Ｆ
Ｙ
（
春

日
町
４
）
▽
Ｓ
Ｔ
（
土
支

田
１
）
▽
Ｉ
Ｓ
（
成
増
１
）

▽
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ

光
が
丘
（
５
丁
目
）
＝
夏

の
グ
ル
ー
プ
プ
ラ
ン
は
27

年
８
月
31
日
ま
で
デ
ィ
ナ

ー
バ
イ
キ
ン
グ
・
飲
み
放

題
通
常
４
４
３
０
円
が
３

９
０
０
円
で
Ｏ
Ｋ
。
要
予

約
。
８
名
様
よ
り
利
用
で

き
る
。

Ｊ
・
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
22
階
ス

カ
イ
ビ
ア
ホ
ー
ル
は
７
・

８
月
金
・
土
曜
日
営
業
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
４
９
９

食
べ
・
飲
み
放
題
３
９
０
０
円



最
近
、
今
ま
で
話
題

に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
で
好
成
績

を
出
す
日
本
人
ア
ス
リ

ー
ト
が
登
場
し
、
Ｔ
Ｖ

中
継
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
種
類
が
随
分
増
え
た

よ
う
に
思
う
。
そ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
見
な

が
ら
私
が
感
じ
る
の
は
、

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
、

必
ず
「
作
為
的
な
不
自

由
さ
」
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

で
は
、
ボ
ー
ル
を
持
っ

た
ら
２
歩
ま
で
し
か
進

め
な
い
。
野
球
で
は
、

ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
と

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

大
き
さ
が
決
め
ら
れ
て

い
る
し
、
バ
ン
ト
は
３

回
ま
で
し
か
許
さ
れ
な

い
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
基

本
手
を
使
え
な
い
。
オ

フ
サ
イ
ド
ル
ー
ル
が
あ

る
の
で
、
待
ち
伏
せ
攻

撃
も
で
き
な
い
。（
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
は
オ
フ
サ
イ

ド
は
な
い
が
、
そ
の
代

わ
り
に
３
秒
ル
ー
ル
が

あ
る
）
ラ
グ
ビ
ー
に
至

っ
て
は
、
ボ
ー
ル
を
前

に
投
げ
る
こ
と
す
ら
で

き
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の

ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
様
々
な
戦
術
や

戦
略
が
生
ま
れ
、
そ
の

ス
ポ
ー
ツ
を
魅
力
的
な

も
の
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
み
方
が
変
わ
っ

て
く
る
。
例
え
ば
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
は
点
が
入
っ

て
当
た
り
前
の
競
技
だ
。

点
を
取
り
合
う
緊
張
感

こ
そ
が
肝
の
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
。
そ
の
対
極
に

あ
る
の
が
サ
ッ
カ
ー
だ
。

な
か
な
か
点
が
入
ら
な

い
。
両
チ
ー
ム
無
得
点

な
ど
よ
く
あ
る
こ
と
。

ジ
リ
ジ
リ
す
る
よ
う
な

展
開
の
中
で
や
っ
と
１

点
が
入
る
か
ら
、
選
手

も
観
客
も
喜
び
を
爆
発

さ
せ
る
。

人
間
の
生
活
も
同
じ

な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
皆
自
由
に
生
き
た

い
と
思
う
。
で
も
、
な

ん
で
も
あ
り
の
生
活
と

は
そ
ん
な
に
楽
し
い
も

の
だ
ろ
う
か
。
物
を
盗

ん
で
も
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
い
つ
自

分
も
盗
ま
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
。
極
端
な
話
、

人
を
殺
す
こ
と
が
許
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

自
分
も
い
つ
殺
さ
れ
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う

恐
怖
と
戦
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
不
自
由
さ

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
中
で
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、
そ

の
困
難
を
乗
り
越
え
た

と
こ
ろ
に
喜
び
が
あ
る

か
ら
こ
そ
人
生
は
楽
し

い
の
で
は
な
い
か
。
ス

ポ
ー
ツ
に
は
、
生
き
方

の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

中
学
生
は
、
大
人
よ

り
行
動
を
制
限
さ
れ
る
。

そ
の
代
わ
り
、
大
人
よ

り
ず
っ
と
守
ら
れ
て
い

る
。
最
初
は
与
え
ら
れ

た
ル
ー
ル
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
そ
の
ル
ー

ル
の
中
で
頑
張
っ
て
み

な
い
と
、
不
自
由
さ
を

楽
し
ん
で
み
な
い
と
、

そ
の
ル
ー
ル
を
変
え
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
私

は
思
う
。「
自
由
と
不
自

由
」、
こ
れ
を
「
権
利
と

義
務
」
と
読
み
替
え
る

こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。

昭
和
30
年
静
岡
県
生

ま
れ
　
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
在
住

-584-

練
馬
東
中
学
校
校
長
　

梅
原
　
久

不
自
由
さ
を
楽
し
む

東京都と特別区などは、都市計画道路を計画的、効率的に整備するた
め、概ね10年間で優先的に整備すべき路線を定めた「事業化計画」を
策定し、事業を推進している。
現行の「第三次事業化計画」が平成27年度で終了することに伴い、

東日本大震災の発生など、東京都を取り巻く環境や社会情勢の変化を踏
まえ、新たな事業化計画の策定に向けた中間のまとめをとりまとめた。
中間のまとめでは、将来の都市計画道路ネットワークの検証や、優先

整備路線の選定における考え方などを示している。この全文は、都民情
報ルーム（都庁第一本庁舎3階）、練馬区役所内交通企画課（本庁舎16
階）、東京都ホームページ（http ://www.toshise ib i .metro . tok
yo . jp/kiban/tokyo/index .html）で見られる。意見のある方は、
6月30日（消印有効）までに、持参はまた郵送、ファックス、電子メー
ルで。〒163-8001 東京都街路計画課（都庁第二本庁舎22階） Fax
5388-1354 メール s0000179@sect ion .metro . tokyo . jp
問い合わせ　東京都街路計画課　☎5388-3379 練馬区役所内交通

企画課　☎5984-1274

東京における都市計画道路の
整備方針(第四次事業化計画)中間のまとめ

第三者の目で区政をチェック
板橋区の施策や事務事業について第三者の立場で評価・点検を行う

「板橋区政評価委員会」による公開ヒアリングが６月15日から30日まで
の間9回行われる。委員と担当職員との間で活発な質疑・応答が展開さ
れている。
行政評価とは、区の施策や事務事業について、投入した経費に見合う

だけの効果を上げているかを評価・検証し、評価結果を区民に公表する
とともに、今後の行政活動の改善につなげていく取り組み。学識経験者
（6名）と公募区民（3名）の計９名で構成される第三者評価機関「板橋
区行政評価委員会」が、区の施策や事務事業を評価するにあたり、担当
職員からヒアリングを行い、委員それぞれの視点から、区政を厳格に点
検・評価するもの。ヒアリングの対象は24施策49事務事業で、結果は、
8月下旬に開催を予定している同委員会でまとめられる。


